
事 務 連 絡

令和４年１１月１８日

建設業者団体の長 殿

国土交通省不動産・建設経済局建設業課長

建設業法施行令の一部を改正する政令について

本日、建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号。以下「令」という ）において、。

特定建設業の許可及び監理技術者の配置が必要となる下請代金額や監理技術者等の専任

を要する請負代金額等の引き上げ並びに技術検定制度の見直しを行う「建設業法施行令

の一部を改正する政令（令和４年政令第３５３号 」が公布されました。）

つきましては、本改正政令の内容及び留意事項について、下記のとおりお知らせしま

すので、適切な運用に特段のご協力をいただくようお願いします。また、貴団体傘下の

建設業者に対しても、速やかに改正内容及び留意事項の周知を徹底されますようお願い

します。

記

１．金額要件の見直し

本改正政令により、以下のとおり金額要件の見直しを行った。これらの改正は、い

ずれも令和５年１月１日より施行され、請負契約の時点にかかわらず、同日以降は全

ての工事について改正後の金額要件が適用されることとなる。

・ 特定建設業の許可、監理技術者の配置及び施工体制台帳の作成を要する下請代金

額の下限について、4000万円（建築一式工事の場合は6000万円）から4500万円（建

築一式工事の場合は7000万円）に引き上げ。

・ 主任技術者又は監理技術者の専任を要する請負代金額の下限について、3500万円

（ ） （ ）建築一式工事の場合は7000万円 から4000万円 建築一式工事の場合は8000万円

に引き上げ。

・ 下請負人の主任技術者の配置を不要とすることができる特定専門工事の下請代金

額の上限について、3500万円から4000万円に引き上げ。
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これらの施行に当たっては、以下の点に留意する必要がある。

（１）監理技術者から主任技術者への途中交代、専任から非専任への変更等について

監理技術者又は主任技術者の途中交代については、監理技術者制度運用マニュア

ル（平成１６年国総建第３１５号）において、建設工事の適正な施工の確保を阻害

するおそれがあることから、施工管理をつかさどっている監理技術者から主任技術

者への工期途中での交代（以下「途中交代」という ）は慎重かつ必要最小限とする。

こととされている。

このため、本改正政令の施行後、工期途中において途中交代を行うことについて

は、請負契約の当事者間で協議（発注者から直接建設工事を請け負った建設業者に

あっては発注者との協議、下請業者にあっては注文者たる建設業者との協議）を行

うこととし、工程上一定の区切りと認められる時点とするほか、工事の規模、難易

度等に応じ一定期間重複して工事現場に設置するなどの措置をとることにより、工

事の継続性、品質確保等に支障がないよう対応することが必要であることに留意さ

れたい。

また、本改正政令の施行後、工期途中において専任技術者を非専任に変更するこ

とについても、請負契約の当事者間で協議を行うこととし、工事の継続性、品質確

保等に支障がないよう対応することが必要であることに留意されたい。

さらに、請け負った建設工事が、本改正政令の施行後、工期途中において特定専

門工事に該当することとなった場合には、元請負人及び下請負人の合意により、当

該建設工事における下請負人の主任技術者の配置を不要とすることができる。この

場合においても、工事の継続性、品質確保等に支障がないよう対応することが必要

であることに留意されたい。

（２）施工体制台帳及び施工体系図の取扱いについて

改正後の金額要件において施工体制台帳の作成・備置き義務及び施工体系図の作

成・掲示義務の適用外となる工事については、本改正政令施行後はこれらの作成、

据置き及び掲示が不要となるが、その場合であっても、令和４年１２月３１日まで

に作成した施工体制台帳及び施工体系図は建設業法（昭和２４年法律第１００号）

第４０条の３に基づき、引き続き営業所ごとに保存する必要がある。

なお、公共工事については、従前のとおり、公共工事の入札及び契約の適正化の

促進に関する法律（平成１２年法律第１２７号）第１５条の規定に基づき、下請代

金額の如何に関わらず、施工体制台帳の作成・備置き及び施工体系図の作成・掲示

が必要となる。

（３）建設工事の現場に掲げる標識の取扱いについて

建設業法第４０条に基づき、発注者から直接建設工事を請け負った建設業者は、

建設工事の現場ごとに、公衆の見やすい場所に、当該建設業者が配置した主任技術

者又は監理技術者の氏名及び専任の有無等が記載された標識を掲示しなければなら

ないこととされており、当該標識の修正が必要となった場合は速やかに修正しなけ



ればならない。

２．技術検定制度の見直し

本改正政令により、現在、令第３６条及び第３７条において定められている技術検

定の受検資格を国土交通省令で定めることとした。今後、施工技術検定規則（昭和３

５年建設省令第１７号）等の改正を行い、受検資格の見直しを行う予定である。

受検資格の見直しを含めた技術検定制度の見直しについては、令和６年４月１日よ

り施行される。
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○

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
金
額
）

（
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
金
額
）

第
二
条

法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
千
五
百
万

第
二
条

法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
千
万
円
と

円
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業
が
建
築
工

す
る
。
た
だ
し
、
同
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業
が
建
築
工
事
業

事
業
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
七
千
万
円
と
す
る
。

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
六
千
万
円
と
す
る
。

（
法
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
の
金
額
）

（
法
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
の
金
額
）

第
七
条
の
四

法
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
千

第
七
条
の
四

法
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
千

五
百
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
建
設
業
者
が
発
注
者
か
ら
直
接
請
け
負

万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
建
設
業
者
が
発
注
者
か
ら
直
接
請
け
負
つ
た

つ
た
建
設
工
事
が
建
築
一
式
工
事
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
七
千
万
円
と

建
設
工
事
が
建
築
一
式
工
事
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
六
千
万
円
と
す
る

す
る
。

。

（
専
任
の
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
を
必
要
と
す
る
建
設
工
事
）

（
専
任
の
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
を
必
要
と
す
る
建
設
工
事
）

第
二
十
七
条

法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
重
要
な
建
設
工
事
は

第
二
十
七
条

法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
重
要
な
建
設
工
事
は

、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
設
工
事
で
工
事
一
件
の
請
負
代
金

、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
設
工
事
で
工
事
一
件
の
請
負
代
金

の
額
が
四
千
万
円
（
当
該
建
設
工
事
が
建
築
一
式
工
事
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

の
額
が
三
千
五
百
万
円
（
当
該
建
設
工
事
が
建
築
一
式
工
事
で
あ
る
場
合
に

て
は
、
八
千
万
円
）
以
上
の
も
の
と
す
る
。

あ
つ
て
は
、
七
千
万
円
）
以
上
の
も
の
と
す
る
。

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
注
文
者
で
あ
る
施
設
又
は
工
作
物
に
関
す
る

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
注
文
者
で
あ
る
施
設
又
は
工
作
物
に
関
す
る

建
設
工
事

建
設
工
事

二

第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
又
は
工
作
物
に
関
す
る

二

第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
又
は
工
作
物
に
関
す
る

建
設
工
事

建
設
工
事

三

次
に
掲
げ
る
施
設
又
は
工
作
物
に
関
す
る
建
設
工
事

三

次
に
掲
げ
る
施
設
又
は
工
作
物
に
関
す
る
建
設
工
事

イ

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第

イ

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第

五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
用
施
設

五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
用
施
設

ロ

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第

ロ

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第

五
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業
者
（
同
法
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す

五
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業
者
（
同
法
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
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る
電
気
通
信
回
線
設
備
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
同
条
第
四
号

る
電
気
通
信
回
線
設
備
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
同
条
第
四
号

に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

ハ

放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
十
三

ハ

放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
十
三

号
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
又
は
同
条
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る

号
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
又
は
同
条
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る

基
幹
放
送
局
提
供
事
業
者
が
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
放
送
の
用
に
供

基
幹
放
送
局
提
供
事
業
者
が
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
放
送
の
用
に
供

す
る
施
設
（
鉄
骨
造
又
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
塔
そ
の
他
こ
れ
に

す
る
施
設
（
鉄
骨
造
又
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
塔
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
施
設
に
限
る
。
）

類
す
る
施
設
に
限
る
。
）

ニ

学
校

ニ

学
校

ホ

図
書
館
、
美
術
館
、
博
物
館
又
は
展
示
場

ホ

図
書
館
、
美
術
館
、
博
物
館
又
は
展
示
場

ヘ

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項

ヘ

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設

ト

病
院
又
は
診
療
所

ト

病
院
又
は
診
療
所

チ

火
葬
場
、
と
畜
場
又
は
廃
棄
物
処
理
施
設

チ

火
葬
場
、
と
畜
場
又
は
廃
棄
物
処
理
施
設

リ

熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
四

リ

熱
供
給
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
四

項
に
規
定
す
る
熱
供
給
施
設

項
に
規
定
す
る
熱
供
給
施
設

ヌ

集
会
場
又
は
公
会
堂

ヌ

集
会
場
又
は
公
会
堂

ル

市
場
又
は
百
貨
店

ル

市
場
又
は
百
貨
店

ヲ

事
務
所

ヲ

事
務
所

ワ

ホ
テ
ル
又
は
旅
館

ワ

ホ
テ
ル
又
は
旅
館

カ

共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
又
は
下
宿

カ

共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
又
は
下
宿

ヨ

公
衆
浴
場

ヨ

公
衆
浴
場

タ

興
行
場
又
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

タ

興
行
場
又
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

レ

神
社
、
寺
院
又
は
教
会

レ

神
社
、
寺
院
又
は
教
会

ソ

工
場
、
ド
ッ
ク
又
は
倉
庫

ソ

工
場
、
ド
ッ
ク
又
は
倉
庫

ツ

展
望
塔

ツ

展
望
塔

２

前
項
に
規
定
す
る
建
設
工
事
の
う
ち
密
接
な
関
係
の
あ
る
二
以
上
の
建
設

２

前
項
に
規
定
す
る
建
設
工
事
の
う
ち
密
接
な
関
係
の
あ
る
二
以
上
の
建
設

工
事
を
同
一
の
建
設
業
者
が
同
一
の
場
所
又
は
近
接
し
た
場
所
に
お
い
て
施

工
事
を
同
一
の
建
設
業
者
が
同
一
の
場
所
又
は
近
接
し
た
場
所
に
お
い
て
施

工
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
専
任
の
主
任
技
術
者
が
こ
れ
ら
の
建
設

工
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
専
任
の
主
任
技
術
者
が
こ
れ
ら
の
建
設

工
事
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

工
事
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
特
定
専
門
工
事
の
対
象
と
な
る
建
設
工
事
）

（
特
定
専
門
工
事
の
対
象
と
な
る
建
設
工
事
）

第
三
十
条

法
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

第
三
十
条

法
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

大
工
工
事
又
は
と
び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
う
ち
、
コ
ン
ク

一

大
工
工
事
又
は
と
び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
う
ち
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
打
設
に
用
い
る
型
枠
の
組
立
て
に
関
す
る
工
事

リ
ー
ト
の
打
設
に
用
い
る
型
枠
の
組
立
て
に
関
す
る
工
事

二

鉄
筋
工
事

二

鉄
筋
工
事

２

法
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
千
万
円
と
す

２

法
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
三
千
五
百
万
円

る
。

と
す
る
。

（
技
術
検
定
の
検
定
種
目
等
）

（
技
術
検
定
の
種
目
等
）

第
三
十
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
検
定
（
以
下
「
技

第
三
十
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
検
定
は
、
次
の
表

術
検
定
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
検
定
種
目
の
欄
に
掲
げ
る
種
目
（
以

の
検
定
種
目
の
欄
に
掲
げ
る
種
目
に
つ
い
て
、
同
表
の
検
定
技
術
の
欄
に
掲

下
「
検
定
種
目
」
と
い
う
。
）
に
区
分
し
、
当
該
検
定
種
目
ご
と
に
同
表
の

げ
る
技
術
を
対
象
と
し
て
行
う
。

検
定
技
術
の
欄
に
掲
げ
る
技
術
を
対
象
と
し
て
行
う
。

検
定
種
目

検

定

技

術

検
定
種
目

検

定

技

術

建
設
機
械
施

建
設
機
械
の
統
一
的
か
つ
能
率
的
な
運
用
を
必
要
と
す

建
設
機
械
施

建
設
機
械
の
統
一
的
か
つ
能
率
的
な
運
用
を
必
要
と
す

工
管
理

る
建
設
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
の
作

工
管
理

る
建
設
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
の
作

成
及
び
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管
理
、
安
全
管

成
及
び
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管
理
、
安
全
管

理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う
た
め
に
必
要

理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う
た
め
に
必
要

な
技
術

な
技
術

土
木
施
工
管

土
木
一
式
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
の

土
木
施
工
管

土
木
一
式
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
の

理

作
成
及
び
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管
理
、
安
全

理

作
成
及
び
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管
理
、
安
全

管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う
た
め
に
必

管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う
た
め
に
必

要
な
技
術

要
な
技
術

建
築
施
工
管

建
築
一
式
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及

建
築
施
工
管

建
築
一
式
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及

理

び
施
工
図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品

理

び
施
工
図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
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質
管
理
、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に

質
管
理
、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に

行
う
た
め
に
必
要
な
技
術

行
う
た
め
に
必
要
な
技
術

電
気
工
事
施

電
気
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及
び
施

電
気
工
事
施

電
気
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及
び
施

工
管
理

工
図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管

工
管
理

工
図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管

理
、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う

理
、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う

た
め
に
必
要
な
技
術

た
め
に
必
要
な
技
術

管
工
事
施
工

管
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及
び
施
工

管
工
事
施
工

管
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及
び
施
工

管
理

図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管
理

管
理

図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管
理

、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う
た

、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う
た

め
に
必
要
な
技
術

め
に
必
要
な
技
術

電
気
通
信
工

電
気
通
信
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及

電
気
通
信
工

電
気
通
信
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及

事
施
工
管
理

び
施
工
図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品

事
施
工
管
理

び
施
工
図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品

質
管
理
、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に

質
管
理
、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に

行
う
た
め
に
必
要
な
技
術

行
う
た
め
に
必
要
な
技
術

造
園
施
工
管

造
園
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及
び
施

造
園
施
工
管

造
園
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
施
工
計
画
及
び
施

理

工
図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管

理

工
図
の
作
成
並
び
に
当
該
工
事
の
工
程
管
理
、
品
質
管

理
、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う

理
、
安
全
管
理
等
工
事
の
施
工
の
管
理
を
適
確
に
行
う

た
め
に
必
要
な
技
術

た
め
に
必
要
な
技
術

２

技
術
検
定
は
、
検
定
種
目
ご
と
に
、
一
級
及
び
二
級
に
区
分
し
て
行
う
。

２

技
術
検
定
は
、
一
級
及
び
二
級
に
区
分
し
て
行
う
。

３

一
級
の
技
術
検
定
は
、
検
定
種
目
ご
と
に
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規

（
新
設
）

定
す
る
者
が
監
理
技
術
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
か
ど
う

か
を
判
定
す
る
た
め
に
行
う
。

４

二
級
の
技
術
検
定
は
、
検
定
種
目
ご
と
に
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規

（
新
設
）

定
す
る
者
が
主
任
技
術
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
か
ど
う

か
を
判
定
す
る
た
め
に
行
う
。
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５

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
機
械
施
工
管
理
、
土
木
施
工
管
理

３

建
設
機
械
施
工
管
理
、
土
木
施
工
管
理
及
び
建
築
施
工
管
理
に
係
る
二
級

及
び
建
築
施
工
管
理
に
係
る
二
級
の
技
術
検
定
（
建
築
施
工
管
理
に
係
る
二

の
技
術
検
定
（
建
築
施
工
管
理
に
係
る
二
級
の
技
術
検
定
に
あ
つ
て
は
、
第

級
の
技
術
検
定
に
あ
つ
て
は
、
第
二
次
検
定
に
限
る
。
）
は
、
当
該
検
定
種

二
次
検
定
に
限
る
。
）
は
、
当
該
種
目
を
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
種
別
に

目
を
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
種
別
（
以
下
「
検
定
種
別
」
と
い
う
。
）
に

細
分
し
て
行
う
。

区
分
し
、
当
該
検
定
種
別
ご
と
に
行
う
。

（
技
術
検
定
の
科
目
及
び
基
準
並
び
に
受
検
資
格
）

（
技
術
検
定
の
科
目
及
び
基
準
）

第
三
十
五
条

第
一
次
検
定
及
び
第
二
次
検
定
の
科
目
及
び
基
準
並
び
に
受
検

第
三
十
五
条

第
一
次
検
定
及
び
第
二
次
検
定
の
科
目
及
び
基
準
は
、
国
土
交

資
格
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
技
術
検
定
の
区
分
に
応
じ
、
国
土
交
通
省
令

通
省
令
で
定
め
る
。

で
定
め
る
。

（
第
一
次
検
定
の
受
検
資
格
）

（
削
除
）

第
三
十
六
条

一
級
の
第
一
次
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
き
、
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
よ

る
大
学
を
含
む
。
）
を
卒
業
し
た
後
受
検
し
よ
う
と
す
る
種
目
に
関
し
指

導
監
督
的
実
務
経
験
一
年
以
上
を
含
む
三
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る

者
で
在
学
中
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
学
科
を
修
め
た
も
の

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
（
同
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課

程
を
含
む
。
）
又
は
高
等
専
門
学
校
（
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年

勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
含
む
。
）
を
卒
業
し
た
後
（
同

法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ
つ
て
は
、
修
了
し
た
後
）
受
検

し
よ
う
と
す
る
種
目
に
関
し
指
導
監
督
的
実
務
経
験
一
年
以
上
を
含
む
五

年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
で
在
学
中
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

学
科
を
修
め
た
も
の

三

受
検
し
よ
う
と
す
る
種
目
に
つ
い
て
二
級
の
第
二
次
検
定
に
合
格
し
た

者
四

国
土
交
通
大
臣
が
前
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験

を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者
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２

二
級
の
第
一
次
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
当
該
第
一
次
検
定

が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
に
お
け
る
年
齢
が
十
七
歳
以
上
の
者

と
す
る
。

（
第
二
次
検
定
の
受
検
資
格
）

（
削
除
）

第
三
十
七
条

一
級
の
第
二
次
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

受
検
し
よ
う
と
す
る
第
二
次
検
定
と
種
目
を
同
じ
く
す
る
一
級
の
第
一

次
検
定
に
合
格
し
た
者
（
当
該
第
一
次
検
定
を
前
条
第
一
項
第
三
号
に
該

当
す
る
者
と
し
て
受
検
し
た
者
（
同
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に

該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
受
検
し
よ
う
と
す
る
種
目
に
つ

い
て
二
級
の
第
二
次
検
定
に
合
格
し
た
後
同
種
目
に
関
し
指
導
監
督
的
実

務
経
験
一
年
以
上
を
含
む
五
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
も
の
に
限
る

。
）

二

国
土
交
通
大
臣
が
前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を

有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者

２

二
級
の
第
二
次
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
種
目
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一

建
設
機
械
施
工
管
理

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ

建
設
機
械
施
工
管
理
に
係
る
二
級
の
第
一
次
検
定
に
合
格
し
た
者
で

あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

⑴

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
（
旧
中
等
学
校
令
（
昭
和
十
八
年

勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
実
業
学
校
を
含
む
。
⑵
及
び
次
号
イ
⑴

に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
後
受
検
し
よ

う
と
す
る
種
別
に
関
し
二
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
で
在
学

中
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
学
科
を
修
め
た
も
の

⑵

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

後
建
設
機
械
施
工
管
理
に
関
し
、
受
検
し
よ
う
と
す
る
種
別
に
関
す

る
一
年
六
月
以
上
の
実
務
経
験
を
含
む
三
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
者
で
在
学
中
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
学
科
を
修
め
た
も
の
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⑶

受
検
し
よ
う
と
す
る
種
別
に
関
し
六
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
者

⑷

建
設
機
械
施
工
管
理
に
関
し
、
受
検
し
よ
う
と
す
る
種
別
に
関
す

る
四
年
以
上
の
実
務
経
験
を
含
む
八
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る

者

ロ

国
土
交
通
大
臣
が
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を

有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者

二

土
木
施
工
管
理
、
建
築
施
工
管
理
、
電
気
工
事
施
工
管
理
、
管
工
事
施

工
管
理
、
電
気
通
信
工
事
施
工
管
理
又
は
造
園
施
工
管
理

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者

イ

受
検
し
よ
う
と
す
る
第
二
次
検
定
と
種
目
を
同
じ
く
す
る
二
級
の
第

一
次
検
定
に
合
格
し
た
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の⑴

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

後
受
検
し
よ
う
と
す
る
種
目
（
土
木
施
工
管
理
又
は
建
築
施
工
管
理

に
あ
つ
て
は
、
種
別
。
⑵
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
し
三
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
者
で
在
学
中
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
学
科

を
修
め
た
も
の

⑵

受
検
し
よ
う
と
す
る
種
目
に
関
し
八
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
者

ロ

国
土
交
通
大
臣
が
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を

有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者

（
受
検
欠
格
）

（
削
除
）

第
三
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
が
、
種
目
ご
と
に
、
当
該
種
目
に
係
る
建
設
工

事
に
従
事
す
る
の
に
障
害
と
な
る
と
認
め
て
指
定
す
る
精
神
上
又
は
身
体
上

の
欠
陥
を
有
す
る
者
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
種
目
に
係

る
技
術
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
検
定
の
免
除
）

（
検
定
の
免
除
）
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第
三
十
六
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
、
そ

第
三
十
九
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
定
を
免
除
す
る
。

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
定
を
免
除
す
る
。

学
校
教
育
法
（
昭
和
二

第
一
次
検
定
の
一
部
で
一
級
及
び
二
級
の
区

一
級
の
第
二
次
検
定
に

二
級
の
第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
の
一

十
二
年
法
律
第
二
十
六

分
並
び
に
検
定
種
目
及
び
検
定
種
別
の
区
分

合
格
し
た
者

部
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の

号
）
に
よ
る
大
学
、
高

に
応
じ
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の

等
専
門
学
校
、
高
等
学

校
若
し
く
は
中
等
教
育

学
校
に
お
い
て
施
工
技

術
の
基
礎
と
な
る
工
学

に
関
す
る
知
識
を
修
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
て
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
学
科
を
修

め
て
卒
業
し
た
者
又
は

国
土
交
通
大
臣
が
こ
れ

ら
の
者
と
同
等
以
上
の

知
識
を
有
す
る
も
の
と

認
定
し
た
者

二
級
の
第
二
次
検
定
に

検
定
種
目
を
同
じ
く
す
る
一
級
の
第
一
次
検

二
級
の
第
二
次
検
定
に

種
目
を
同
じ
く
す
る
一
級
の
第
一
次
検
定
又

合
格
し
た
者

定
又
は
第
二
次
検
定
の
一
部
で
検
定
種
目
の

合
格
し
た
者

は
第
二
次
検
定
の
一
部
で
国
土
交
通
大
臣
が

区
分
に
応
じ
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の

定
め
る
も
の

他
の
法
令
の
規
定
に
よ

第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
の
全
部
又
は

他
の
法
令
の
規
定
に
よ

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
第
一
次
検
定
又
は

る
免
許
で
国
土
交
通
大

一
部
で
一
級
及
び
二
級
の
区
分
並
び
に
検
定

る
免
許
で
国
土
交
通
大

第
二
次
検
定
の
全
部
又
は
一
部

臣
が
定
め
る
も
の
を
受

種
目
及
び
検
定
種
別
の
区
分
に
応
じ
国
土
交

臣
が
定
め
る
も
の
を
受

け
た
者
又
は
国
土
交
通

通
大
臣
が
定
め
る
も
の

け
た
者
又
は
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
検
定
若

大
臣
が
定
め
る
検
定
若

し
く
は
試
験
に
合
格
し

し
く
は
試
験
に
合
格
し
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た
者

た
者

（
称
号
）

（
称
号
）

第
三
十
七
条

法
第
二
十
七
条
第
七
項
の
政
令
で
定
め
る
称
号
は
、
第
一
次
検

第
四
十
条

法
第
二
十
七
条
第
七
項
の
政
令
で
定
め
る
称
号
は
、
第
一
次
検
定

定
に
合
格
し
た
者
に
あ
つ
て
は
級
及
び
検
定
種
目
の
名
称
を
冠
す
る
技
士
補

に
合
格
し
た
者
に
あ
つ
て
は
級
及
び
種
目
の
名
称
を
冠
す
る
技
士
補
と
し
、

と
し
、
第
二
次
検
定
に
合
格
し
た
者
に
あ
つ
て
は
級
及
び
検
定
種
目
の
名
称

第
二
次
検
定
に
合
格
し
た
者
に
あ
つ
て
は
級
及
び
種
目
の
名
称
を
冠
す
る
技

を
冠
す
る
技
士
と
す
る
。

士
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
二
級

（
新
設
）

の
技
術
検
定
に
合
格
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
称
号
に
そ
の

合
格
し
た
技
術
検
定
に
係
る
検
定
種
別
の
名
称
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
合
格
の
取
消
し
等
）

（
合
格
の
取
消
し
等
）

第
三
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
不
正
の
手
段
に
よ
つ
て
技
術
検
定
を
受
け

第
四
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
不
正
の
手
段
に
よ
つ
て
技
術
検
定
を
受
け

、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
者
に
対
し
て
は
、
合
格
の
決
定
を
取
り
消
し
、
又

、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
者
に
対
し
て
は
、
合
格
の
決
定
を
取
り
消
し
、
又

は
そ
の
技
術
検
定
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
そ
の
技
術
検
定
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
合
格
の
決
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
合
格
証
明
書

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
合
格
の
決
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
合
格
証
明
書

を
国
土
交
通
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
国
土
交
通
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
者
に
対
し
、

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
者
に
対
し
、

三
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
技
術
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と

三
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
技
術
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
受
検
手
数
料
等
）

（
受
検
手
数
料
等
）

第
三
十
九
条

第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
の
受
検
手
数
料
の
額
は
、
次
の

第
四
十
二
条

第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
の
受
検
手
数
料
の
額
は
、
次
の

表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
第
一

表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
第
一

次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
の
一
部
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
当

次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
の
一
部
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
当

該
第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

該
第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
に
つ
い
て
同
表
に
掲
げ
る
額
か
ら
国
土

当
該
第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
に
つ
い
て
同
表
に
掲
げ
る
額
か
ら
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

交
通
大
臣
が
定
め
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。
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一
級

二
級

一
級

二
級

検
定
種
目

検
定
種
目

第
一
次
検

第
二
次
検

第
一
次
検

第
二
次
検

第
一
次
検

第
二
次
検

第
一
次
検

第
二
次
検

定

定

定

定

定

定

定

定

建
設
機
械
施

一
万
四
千

三
万
八
千

一
万
四
千

二
万
七
千

建
設
機
械
施

一
万
四
千

三
万
八
千

一
万
四
千

二
万
七
千

工
管
理

七
百
円

七
百
円

七
百
円

百
円

工
管
理

七
百
円

七
百
円

七
百
円

百
円

土
木
施
工
管

一
万
五
百

一
万
五
百

五
千
二
百

五
千
二
百

土
木
施
工
管

一
万
五
百

一
万
五
百

五
千
二
百

五
千
二
百

理

円

円

五
十
円

五
十
円

理

円

円

五
十
円

五
十
円

建
築
施
工
管

一
万
八
百

一
万
八
百

五
千
四
百

五
千
四
百

建
築
施
工
管

一
万
八
百

一
万
八
百

五
千
四
百

五
千
四
百

理

円

円

円

円

理

円

円

円

円

電
気
工
事
施

一
万
三
千

一
万
三
千

六
千
六
百

六
千
六
百

電
気
工
事
施

一
万
三
千

一
万
三
千

六
千
六
百

六
千
六
百

工
管
理

二
百
円

二
百
円

円

円

工
管
理

二
百
円

二
百
円

円

円

管
工
事
施
工

一
万
五
百

一
万
五
百

五
千
二
百

五
千
二
百

管
工
事
施
工

一
万
五
百

一
万
五
百

五
千
二
百

五
千
二
百

管
理

円

円

五
十
円

五
十
円

管
理

円

円

五
十
円

五
十
円

電
気
通
信
工

一
万
三
千

一
万
三
千

六
千
五
百

六
千
五
百

電
気
通
信
工

一
万
三
千

一
万
三
千

六
千
五
百

六
千
五
百

事
施
工
管
理

円

円

円

円

事
施
工
管
理

円

円

円

円

造
園
施
工
管

一
万
四
千

一
万
四
千

七
千
二
百

七
千
二
百

造
園
施
工
管

一
万
四
千

一
万
四
千

七
千
二
百

七
千
二
百

理

四
百
円

四
百
円

円

円

理

四
百
円

四
百
円

円

円

２

技
術
検
定
の
合
格
証
明
書
の
交
付
又
は
再
交
付
の
手
数
料
の
額
は
、
二
千

２

技
術
検
定
の
合
格
証
明
書
の
交
付
又
は
再
交
付
の
手
数
料
の
額
は
、
二
千

二
百
円
と
す
る
。

二
百
円
と
す
る
。
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（
国
土
交
通
省
令
へ
の
委
任
）

（
国
土
交
通
省
令
へ
の
委
任
）

第
四
十
条

こ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
技
術
検
定
に
関
し
必
要
な
事

第
四
十
三
条

こ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
技
術
検
定
に
関
し
必
要
な

項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

（
資
格
者
証
交
付
等
手
数
料
）

（
資
格
者
証
交
付
等
手
数
料
）

第
四
十
一
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
七

第
四
十
四
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
七

千
六
百
円
と
す
る
。

千
六
百
円
と
す
る
。

（
公
共
性
の
あ
る
施
設
又
は
工
作
物
に
関
す
る
建
設
工
事
）

（
公
共
性
の
あ
る
施
設
又
は
工
作
物
に
関
す
る
建
設
工
事
）

第
四
十
二
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
設
工
事

第
四
十
五
条

法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
設
工
事

は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）

は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）

別
表
第
一
に
掲
げ
る
公
共
法
人
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
ら

別
表
第
一
に
掲
げ
る
公
共
法
人
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
法
人
が
発
注
者
で
あ
り
、

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
法
人
が
発
注
者
で
あ
り
、

か
つ
、
工
事
一
件
の
請
負
代
金
の
額
が
五
百
万
円
（
当
該
建
設
工
事
が
建
築

か
つ
、
工
事
一
件
の
請
負
代
金
の
額
が
五
百
万
円
（
当
該
建
設
工
事
が
建
築

一
式
工
事
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
五
百
万
円
）
以
上
の
も
の
で
あ
つ

一
式
工
事
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
五
百
万
円
）
以
上
の
も
の
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
建
設
工
事
以
外
の
も
の
と
す
る
。

て
、
次
に
掲
げ
る
建
設
工
事
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

堤
防
の
欠
壊
、
道
路
の
埋
没
、
電
気
設
備
の
故
障
そ
の
他
施
設
又
は
工

一

堤
防
の
欠
壊
、
道
路
の
埋
没
、
電
気
設
備
の
故
障
そ
の
他
施
設
又
は
工

作
物
の
破
壊
、
埋
没
等
で
、
こ
れ
を
放
置
す
る
と
き
は
、
著
し
い
被
害
を

作
物
の
破
壊
、
埋
没
等
で
、
こ
れ
を
放
置
す
る
と
き
は
、
著
し
い
被
害
を

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
よ
つ
て
必
要
を
生
じ
た
応
急
の
建
設
工
事

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
よ
つ
て
必
要
を
生
じ
た
応
急
の
建
設
工
事

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
営
事
項
審
査
を
受
け
て
い
な
い
建
設

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
営
事
項
審
査
を
受
け
て
い
な
い
建
設

業
者
が
発
注
者
か
ら
直
接
請
け
負
う
こ
と
に
つ
い
て
緊
急
の
必
要
そ
の
他

業
者
が
発
注
者
か
ら
直
接
請
け
負
う
こ
と
に
つ
い
て
緊
急
の
必
要
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
建

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
建

設
工
事

設
工
事

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
経
営
規
模
等
評
価
等
手
数
料
）

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
経
営
規
模
等
評
価
等
手
数
料
）

第
四
十
三
条

法
第
二
十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
の
う
ち

第
四
十
六
条

法
第
二
十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
の
う
ち

経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
に
係
る
も
の
は
、
八
千
百
円
に
法
第
二
十
七
条
の

経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
に
係
る
も
の
は
、
八
千
百
円
に
法
第
二
十
七
条
の

二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
が
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業

二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
が
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業

（
次
項
に
お
い
て
「
審
査
対
象
建
設
業
」
と
い
う
。
）
一
種
類
に
つ
き
二
千

（
次
項
に
お
い
て
「
審
査
対
象
建
設
業
」
と
い
う
。
）
一
種
類
に
つ
き
二
千

三
百
円
と
し
て
計
算
し
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

三
百
円
と
し
て
計
算
し
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。
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２

法
第
二
十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
の
う
ち
総
合
評
定

２

法
第
二
十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
の
う
ち
総
合
評
定

値
の
請
求
に
係
る
も
の
は
、
四
百
円
に
審
査
対
象
建
設
業
一
種
類
に
つ
き
二

値
の
請
求
に
係
る
も
の
は
、
四
百
円
に
審
査
対
象
建
設
業
一
種
類
に
つ
き
二

百
円
と
し
て
計
算
し
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

百
円
と
し
て
計
算
し
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
経
営
状
況
分
析
手
数
料
）

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
経
営
状
況
分
析
手
数
料
）

第
四
十
四
条

法
第
二
十
七
条
の
三
十
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

第
四
十
七
条

法
第
二
十
七
条
の
三
十
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
一
万
五
千
九
百
円
と
す

十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
一
万
五
千
九
百
円
と
す

る
。

る
。

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
所
掌
事
務
）

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
所
掌
事
務
）

第
四
十
五
条

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

第
四
十
八
条

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

も
の
の
ほ
か
、
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

も
の
の
ほ
か
、
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

律
第
四
十
八
号
）
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
三
十
六
条
第
三
項
並
び
に
プ
ラ

律
第
四
十
八
号
）
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
三
十
六
条
第
三
項
並
び
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

六
十
号
）
第
四
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ

六
十
号
）
第
四
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ

た
事
項
を
処
理
す
る
。

た
事
項
を
処
理
す
る
。

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
議
事
）

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
議
事
）

第
四
十
六
条

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
委
員
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
が
出

第
四
十
九
条

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
委
員
の
総
数
の
二
分
の
一
以
上
が
出

席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

学
識
経
験
の
あ
る
者
、
建
設
工
事
の
需
要
者
又
は
建
設
業
者
の
い
ず
れ
か

２

学
識
経
験
の
あ
る
者
、
建
設
工
事
の
需
要
者
又
は
建
設
業
者
の
い
ず
れ
か

一
に
属
す
る
委
員
の
出
席
者
の
数
が
出
席
委
員
の
総
数
の
二
分
の
一
を
超
え

一
に
属
す
る
委
員
の
出
席
者
の
数
が
出
席
委
員
の
総
数
の
二
分
の
一
を
超
え

る
と
き
は
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
と
き
は
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

中
央
建
設
業
審
議
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
を
も
つ
て
決
す
る

３

中
央
建
設
業
審
議
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
を
も
つ
て
決
す
る

。
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
が
決
す
る
。

。
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
が
決
す
る
。

（
部
会
）

（
部
会
）

第
四
十
七
条

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会

第
五
十
条

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

部
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
識
経
験
の
あ
る
者
、
建
設
工
事
の
需
要
者
及
び
建

２

部
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
識
経
験
の
あ
る
者
、
建
設
工
事
の
需
要
者
及
び
建
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設
業
者
で
あ
る
委
員
の
う
ち
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
者
で
組
織
す
る
。
法
第

設
業
者
で
あ
る
委
員
の
う
ち
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
者
で
組
織
す
る
。
法
第

三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
準
用
す
る
。

３

部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
会
長
が
指
名
す
る
。

３

部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
会
長
が
指
名
す
る
。

４

部
会
長
は
、
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

４

部
会
長
は
、
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を

５

中
央
建
設
業
審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を

も
つ
て
中
央
建
設
業
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
つ
て
中
央
建
設
業
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
条
の
規
定
は
、
部
会
の
議
事
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

６

前
条
の
規
定
は
、
部
会
の
議
事
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
三
項
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
部
会
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

条
第
三
項
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
部
会
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

す
る
。

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
庶
務
）

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
庶
務
）

第
四
十
八
条

中
央
建
設
業
審
議
会
の
庶
務
は
、
国
土
交
通
省
不
動
産
・
建
設

第
五
十
一
条

中
央
建
設
業
審
議
会
の
庶
務
は
、
国
土
交
通
省
不
動
産
・
建
設

経
済
局
建
設
業
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

経
済
局
建
設
業
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
運
営
）

（
中
央
建
設
業
審
議
会
の
運
営
）

第
四
十
九
条

こ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
中
央
建
設
業
審
議
会
の
運

第
五
十
二
条

こ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
中
央
建
設
業
審
議
会
の
運

営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
中
央
建
設
業
審
議
会
が
定
め
る
。

営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
中
央
建
設
業
審
議
会
が
定
め
る
。

（
参
考
人
に
支
給
す
る
費
用
）

（
参
考
人
に
支
給
す
る
費
用
）

第
五
十
条

法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
旅
費
、
日
当
そ
の
他
の
費
用
は
、
国

第
五
十
三
条

法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
旅
費
、
日
当
そ
の
他
の
費
用
は
、

土
交
通
大
臣
に
意
見
を
求
め
ら
れ
て
出
頭
し
た
参
考
人
に
係
る
も
の
に
あ
つ

国
土
交
通
大
臣
に
意
見
を
求
め
ら
れ
て
出
頭
し
た
参
考
人
に
係
る
も
の
に
あ

て
は
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都

つ
て
は
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

道
府
県
知
事
に
意
見
を
求
め
ら
れ
て
出
頭
し
た
参
考
人
に
係
る
も
の
に
あ
つ

都
道
府
県
知
事
に
意
見
を
求
め
ら
れ
て
出
頭
し
た
参
考
人
に
係
る
も
の
に
あ

て
は
当
該
都
道
府
県
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

つ
て
は
当
該
都
道
府
県
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
五
十
一
条

こ
の
政
令
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国
土
交
通

第
五
十
四
条

こ
の
政
令
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道

開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。




